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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処理ユニット及びスキャナを有する分析装置を用いて記入済みの質問表を自動的に分析
する方法であって、
　前記質問表は回答場所を有し、
　ａ）　特定の回答場所が記入された前記質問表をスキャンする段階と、
　ｂ）　全ての他の回答場所が記入された前記質問表をスキャンする段階と、
　ｃ）　前記処理ユニットが有する回答場所確定ユニットによって前記質問表の前記段階
ａ）及びｂ）における夫々のスキャンの結果を比較することによって前記質問表の前記回
答場所を自動的に確定する段階と、
　ｄ）　回答が記入された前記質問表をスキャンして第３のスキャンをもたらす段階と、
　ｅ）　前記段階ｃ）において確定された前記回答場所に基づいて、前記処理ユニットが
有する判定ユニットによって前記回答を自動的に確定及び判定する段階と、
　を有する方法。
【請求項２】
　前記段階ｃ）は、第１のスキャンと第２のスキャンとを比較することによって回答場所
を自動的に確定し、前記スキャンのうち一方は、全ての正解が記入された前記質問表から
なされ、他方のスキャンは、全ての不正解が記入された前記質問表からなされる段階と、
全ての回答場所を正解又は不正解として自動的にラベル付けする段階と、を有する、
　請求項１記載の方法。
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【請求項３】
　前記段階ｃ）は、前記第１のスキャン上の回答場所の数及び前記第２のスキャン上の回
答場所の数に基づきラベルを選択する段階を更に有する、
　請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記段階ｅ）は、
　前記回答場所を使用することによって、前記第３のスキャン上に全ての回答を見つける
段階と、
　前記回答場所のラベルに基づき、前記回答が不正解か又は正解かを回答毎に決定する段
階と、
　訂正された質問表を作成する段階と、
　を有する、
　請求項２又は３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記段階ｅ）は、不適切に記入された質問を、訂正処置のために操作者に提示する段階
を更に有する、
　請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記段階ｅ）は、訂正記号を有する前記第３のスキャンを表示する段階を更に有する、
　請求項４又は５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記段階ｅ）は、試験結果を有する前記第３のスキャンを表示する段階を更に有する、
　請求項４乃至６のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項８】
　前記段階ｅ）は、
　試験結果と試験の点数との間に関係を与える段階と、
　前記関係に基づいて前記試験の点数を確定する段階と、
　前記試験の点数を有する前記第３のスキャンを表示する段階と、
　を更に有する、
　請求項４乃至７のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項９】
　前記段階ｅ）は、試験の要約を自動的に作成し、前記試験の概要は、複数の第３のスキ
ャンの試験結果及び／又は試験の点数を有する段階を、更に有する、
　請求項４乃至８のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項１０】
　前記段階ｅ）は、前記第３のスキャンの一部分を有する前記試験の概要を表示する段階
を更に有する、
　請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　前記段階ｃ）は、第１のスキャンと第２のスキャンとを比較することによって回答場所
を確定し、前記スキャンのうち一方は、全ての回答が記入された前記質問表からなされ、
他方のスキャンは回答が記入されていない前記質問表からなされる、
　請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　前記段階ｅ）は、
　前記回答場所を使用することによって前記第３のスキャン上に全ての回答を見つける段
階と、
　回答の分布を有する複数の第３のスキャンの概要を作成する段階と、
　を有する、
　請求項１１記載の方法。
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【請求項１３】
　前記段階ｅ）は、前記回答の分布を有する前記第３のスキャンを表示する段階を更に有
する、
　請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記段階ｅ）は、不適切に記入された質問表を、訂正処置のために操作者に対して提示
する段階を更に有する、
　請求項１１乃至１３のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項１５】
　スキャナに接続されたコンピュータ上で実行されるときに請求項１乃至１４のうちいず
れか一項記載の全ての段階を実行するコード手段を有する、
　コンピュータプログラム。
【請求項１６】
　スキャナと処理ユニットとを有し、請求項１乃至１４のうちいずれか一項記載の段階を
実施するよう適合される、
　装置。
【請求項１７】
　請求項１乃至１４のうちいずれか一項記載の段階を実施する処理ユニットを有する、
　デジタル複写機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記入済み質問表を自動的に分析する装置及び方法に係る。本発明は、また、
かかる装置を内蔵するデジタル複写機に係る。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、試験又は調査等であり得る質問表に適用可能である。質問表の使用は、教育
中の学生の訓練、マーケティング調査用に消費者ニーズの測定、及びある一群の人の嗜好
の測定等の状況で一般的である。
 
【０００３】
　質問表のワークフローは、質問表を準備する段階と、質問表を配布する段階と、質問表
に記入する段階と、記入済みの質問表を回収する段階と、質問表を分析する段階とを有す
る。かかるワークフローは、部分的に紙、又はデジタル処理であり得る。筆記質問表は、
容易なユーザ・インターフェースを与え、デジタルの質問表は、自動化及び早い配布の可
能性を与える。
【０００４】
　今日まで、コンピュータ用の教材を製造するアプローチは、非常に非効率的且つ高価で
ある。質問を提示して答えを記入するよう、教育等において人は筆記質問表を読み、記入
し、分析することは頻繁にある。教師は、鉛筆を使って筆記多肢選択式試験を見直す。こ
れは教師にとっては退屈な工程である。即ち、長い時間がかかり、集中力を必要とし、ま
た、不満感を引き起こす。
【０００５】
　Ｌｏｉａｃｏｎｏによる米国特許第６，１７５，８４１号明細書（特許文献１）は、質
問表のワークフローを開示する。かかる方法及び装置は、質問及び回答で構成された教材
をオンライン・コンピュータに変換するためのものである。鉛筆の線を有することもある
文章及び／又は画像材料の紙をスキャンすることによって、コンピュータで読取り可能な
画像が作成される。取り込まれた画像は、正しい回答に下線を引くこと、強調すること、
及び丸で囲むこと等を有する回答の書式の適用によって、修正される。修正された取り込
まれた画像は、ユーザへの配布用に格納される。回答書式は、質問に自動的に適用され、
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従ってコンピュータ対話フォームで回答されることを可能とする。
【０００６】
　かかるシステムの不利点は、オンラインの対話型質問表を準備するにあたり、困難且つ
時間のかかる構成工程を要求することである。
【０００７】
　かかる方法及びシステムの他の例は、Ｌａｒｓｏｎ及びＦａｕｌによる米国特許第５，
５５５，１０１号明細書（特許文献２）より既知である。かかる方法及びシステムは、対
話型にフォームを作成するものであり、作成中に要旨を表示する段階と、ファクシミリ装
置を介して受信された完全に記入された用紙を解釈する段階とを有する。システムは、以
下の特性を有する：自動リマインダ、自動データ・エクスポート、保留処理、及び自動確
認である。かかるシステムの不利点は、オンラインの対話型フォームの準備において困難
且つ時間のかかる構成工程を要求することである。
【０００８】
　記入済みの筆記質問表を自動的に分析することに対する従来技術の主な問題点は、記入
済みの筆記質問表に対する自動分析工程において、困難且つ時間のかかる構成工程を要求
することである。
【特許文献１】米国特許第６，１７５，８４１号明細書
【特許文献２】米国特許第５，５５５，１０１号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、従来技術の問題点を克服するよう、記入済みの質問表に対する自動分析工程
を構成するのに必要とされる時間を低減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　これは一方法によって達成され、該方法は、以下の、
　ａ）　回答の場所を有する質問表を与える段階と、
　ｂ）　所定の通り補足的及び異なって記入された回答場所を有する質問表を少なくとも
２部スキャンする段階と、
　ｃ）　スキャンを比較することによって回答場所を自動的に決定する段階と、
　ｄ）　回答を有する記入済みの質問表を与える段階と、
　ｅ）　記入済みの質問表を第３のスキャンに対してスキャンする段階と、
　ｆ）　回答を回答場所を使用して自動的に判定する段階と、
　を有する。かかる方法は、紙が、記入済みの筆記質問表を自動的に分析するよう、構成
工程に対して最良のユーザ・インターフェースを与えるという所見に基づく。かかる方法
は、自由形式で手書きの質問表、又はデジタル文書を有するコンピュータ上で動くアプリ
ケーションから作られた印刷物等の、いずれの筆記質問表でも機能する。よって、本発明
は、記入済みの筆記質問表の自動的な分析を構成するわかりやすく容易な手法を与える。
【００１１】
　段階ｂにおいて異なって及び補足的に質問表に記入することによって、即ち、２部の記
入済みの回答場所が共に回答場所の一式全体を正確に形成するようにされ、回答場所は、
一意的に定義付けられ、２つのスキャンを比較することによって明らかに見つけられ得る
。
【００１２】
　第１の実施例を使って、教師等の操作者は、記入済みの多肢選択式試験等の筆記質問表
に対する自動分析工程を構成する。教師は、学生を試験するよう、２部の追加的複写を含
めて未記入の質問表を複写する。２部の追加的複写は、第１のマスタ及び第２のマスタ用
である。教師は、全ての正解を示すよう第１のマスタを使用し、全ての不正解を示すよう
第２のマスタを使用する。教師は、デジタル複写機又はパーソナル・コンピュータに接続
されたスキャナ等の本発明を内蔵する装置上で、第１及び第２のマスタをスキャンする。
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【００１３】
　本発明に従って、かかる第１の実施例では、方法は、第１のスキャンと第２のスキャン
とを比較することによって回答場所を自動的に決定付け、スキャンのうち一方は記入済み
の全ての正解を有する質問表からなされ、他方のスキャンは、記入済みの全ての不正解を
有する質問表からなされる段階と、全ての回答場所を正解又は不正解として自動的にラベ
ル付けする段階とを有する。
【００１４】
　本発明に従って、更なる一実施例では、方法は、回答場所を使用することによって第３
のスキャン上に全ての回答を見つける段階と、回答場所のラベルに基づき回答が不正解か
又は正解かを回答毎に決定する段階と、訂正された質問表を作成する段階とを有する。
【００１５】
　かかる実施例を使用して、操作者は、全ての記入済みの筆記質問表をスキャンインする
ことによって、記入済みの筆記質問表の分析工程を開始する。続いて、方法は、回答場所
を使用することによって、第３のスキャン上に全ての記入済みの回答を見つける。全ての
質問は、回答場所の間の距離、又は回答場所の典型的な空間的位置決め等の空間的情報に
基づき、回答場所を共にグループ分けすることによって見つけられる。ラベルは、不正解
位置及び正解位置を示す。例えば、第３のスキャン上の回答場所が回答を有し、回答場所
のラベルが「間違い」を示す際は、かかる記入済みの回答は不正解である。このように、
質問毎に正解及び不正解が知られ、訂正された質問表は自動的に作成される。
【００１６】
　第２の実施例を使って、マーケティング担当者等の操作者は、調査等の記入済みの筆記
質問表に対する自動分析工程を構成することができる。マーケティング担当者は、一群の
人を調査するのに必要な質問表の原本から、追加的な２部を含めて多数の複写をする。２
部の追加的複写は、第１のマスタ及び第２のマスタ用である。マーケティング担当者は、
全ての可能な回答を示すよう第１のマスタを使用し、また、マーケティング担当者は、記
入されていない筆記質問表である第２のマスタを与える。マーケティング担当者は、第１
のマスタ及び第２のマスタを、デジタル複写機又はパーソナル・コンピュータに接続され
たスキャナ等の本発明を内装する装置上でスキャンする。
【００１７】
　本発明に従って、第２の実施例では、方法は、第１のスキャンと第２のスキャンとを比
較することによって自動的に回答場所を確定する段階を有する。スキャンのうち一方は、
記入された全ての回答を有する質問表からなされ、他方のスキャンは、記入された回答を
有さない質問表からなされる。
【００１８】
　本発明に従って、更なる実施例では、方法は、回答場所を使用することによって第３の
スキャンで全ての回答をみつける段階と、回答の分布を有する複数の第３のスキャンの概
要を作る段階とを有する。調査は、自動的に処理され、結果的に概要をもたらす。
【００１９】
　従属請求項は、本発明の有用な詳細及び更なる展開を示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明は、以下の例示された本発明の実施例を参照して説明され、図面を参照して例証
される。
【００２１】
　これらの実施例は、本発明を例証するものであり、その制限としてみなされるべきでは
ない。
【００２２】
　本発明は、図面を伴った実施例を参照して詳細に説明される。
【００２３】
　図１は、本発明に従って、記入済みの筆記質問表を自動的に分析する装置の一実施例を
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図示する。
【００２４】
　かかる装置は、スキャナ（１０１）、処理ユニット（１０２）、可能であれば操作者応
答を与えるよう処理ユニットと相互作用する手段（１０４）、及びプリンタ（１０３）を
有する。基本的な装置は、コンピュータ制御システム等の処理ユニット（１９２）と接続
されたスキャナを有する。より発展した装置は、本発明に従ったシステムにユーザ・イン
ターフェースを与えるオペレータ・コンソール（１０４）を有する。オペレータ・コンソ
ールは、パーソナル・コンピュータ又はラップトップ型コンピュータに使用可能である等
のディスプレイ及びデータの入力手段を有する。スキャナ（１０１）は、第１のマスタ、
第２のマスタ、及び、記入済みの質問表を処理ユニット（１０２）に取り込む。この際、
第１のマスタ、第２のマスタ、及び記入済み質問表は、原本と同一の質問を有する質問表
を有する。処理ユニット（１０２）を使用して実行された方法は、第１のマスタから抽出
した第１のスキャンと、第２のマスタから抽出した第２のスキャンとを比較することによ
って自動的に回答場所を確定し、回答場所に基づいて、記入済みの質問表から抽出した第
３のスキャンを自動的に判定する。システムの多くの変化は可能である。第１の変形では
、図１の全ての構成部品は、デジタル複写機に内蔵される。次の変形では、スキャナ（１
０１）、方法（１０２）、及び可能であればプリンタ（１０３）が遠隔に接続される。
 
【００２５】
　図２は、本発明に従ったデジタル複写機（２０１）の一実施例をブロック図で図示する
。かかるデジタル複写機は、スキャナ（１０１）、可能であればコンピュータ制御システ
ムと相互作用する手段（１０４）を有するコントローラ等の処理ユニット（１０２）、及
び可能であればプリンタ（１０３）を有する。
【００２６】
　図３は、本発明に従ったブロック図を図示する。スキャナ（１０１）は、第１及び第２
のマスタを、夫々第１のスキャン及び第２のスキャンに変換し、記入済みの質問表を第３
のスキャンに変換する。第１、第２の及び第３のスキャンは、第１、第２のスキャン及び
第３のスキャンを揃える画像の予備的処理を有する回答場所確定ユニット（３０１）に送
られ、第１のスキャンと第２のスキャンとの間の均等な情報を、第１及び第２のスキャン
の両方から取り除き、第１及び第２のスキャン上の回答場所を特定し、第１のセット又は
第２のセットの一部分に基づいて異なって回答場所にラベル付けをする。ラベルを有する
回答場所及び第３のスキャンは、判定ユニットに移送される。判定ユニットは、質問を抽
出し、問題に対する解答の記入がない等の問題を有する質問を見つける。判定ユニット（
３０２）は、操作パネル又はグラフィカル・ユーザ・インターフェース（１０４）等のヒ
ューマン・インターフェイスを介して操作者に、見つかった問題を伝える。判定ユニット
（３０２）は、ラベルを有する回答場所に基づいて第３のスキャンに、試験結果及び／又
は試験の点数を与え、結果の要約を作成する。可能であれば、プリンタ（１０３）及び／
又は他のヒューマン・インターフェイス（１０４）は、判定された質問表及び結果の要約
を、読取り可能な形式に転換する。
 
【００２７】
　図４は、記入済みの筆記質問表を自動的に分析する方法の実施例のフローチャートを例
示する。開始位置４０１から開始し、段階４０２では、第１のマスタが、第１のスキャン
に対してスキャナ（１０１）上でスキャンされる。段階４０３では、第２のマスタがスキ
ャナ（１０１）上でスキャンされる。段階４０４では、回答場所は、第１のスキャンと第
２のスキャンとを比較することによって、自動的に決定される。スキャンを比較すること
によって、第１のマスタ上では記入され、且つ第２のマスタ上では未記入の回答場所、及
びその逆が決定される。
【００２８】
　しかしながら、スキャナの原稿送り装置は完全ではなく、第１のスキャンは、スキャン
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が比較される以前に第２のスキャンと整列される。スキャンの整列は、従来技術で説明さ
れた通りの複数の手法でなされ得る。整列の１つの手法は、垂直方向の側面には各行に全
ての黒のピクセルを追加し、水平方向の側面には各列全ての黒のピクセルを追加すること
によって、第１のスキャン及び第２のスキャンの投影側面を作成することである。垂直方
向及び水平方向の側面を比較することによって、多数のピクセルのずれは、スキャンのう
ちの１つをシフトすることによって確定及び修正され、いずれの側面も厳密に合致するよ
うにされる。続いて、アルゴリズムは、第１と第２のスキャンとの間の全ての均一な情報
を、例えば区分毎の比較を使用して第１及び第２のスキャンから取り除くことによって、
質問表上の回答場所を確定する。続いて、接続された構成部品の分析は、スキャンの両方
で実行され、回答場所の境界を見つけるようにされ、最後に、全ての小さな構成部品はノ
イズとみなされるため、いずれのスキャンからも取り除かれる。この時点で、全ての回答
場所は、いずれのスキャン上でも見つけられる。最後に全ての回答場所がラベル付けされ
る。
【００２９】
　調査の場合のラベル付けの例は、特定の一群の人から抽出された情報を調査する質問表
である。かかる質問表に対しては、第１のマスタは、全ての回答が記入済みの質問表であ
り、第２のマスタは、回答が記入されていない質問表である。方法は、マスタのうちの１
つが回答場所を全く有さない場合、他方のマスタ上で見つけられた全ての回答場所は、正
解としてラベル付けされなければならない。
 
【００３０】
　試験の場合のラベル付けの例は、多肢選択式試験である。より多くの数の回答場所を有
するスキャンは、全ての誤った回答場所を有し、そのためこれらの回答場所は、全て不正
解としてラベル付けされ、より少ない数の回答場所を有するスキャンは、全て正しい回答
場所を有し、そのためこれらの回答場所は、正解としてラベル付けされる。
【００３１】
　代替のアプローチは、ラベル選択が、操作者に対する選択手段に基づかれることであり
、第１のマスタ又は第２のマスタがスキャンされるか、あるいは、ラベル選択が第１のマ
スタは常に第２のマスタより先にスキャンされるかその逆であるよう予め決定されている
か、を示すようにされる。
【００３２】
　次の段階４０５では、質問表は、第３のスキャンに対してスキャンされる。段階４０６
では、第３のスキャンは、回答場所に基づいて自動的にスキャンされる。最後に、方法は
、段階４０７で終了する。
【００３３】
　従来技術で訓練された人は、本発明の実施例が次のいずれも扱い得ることを理解するで
あろう。即ち、特定の一群の人から抽出した情報を評価するよう各回答に対して成される
回答の分布を求める質問表、及び特定の一群の人を試験するための質問表、である。
【００３４】
　図５Ａは、回答場所に基づく第３のスキャンを自動的に判定し、図４の段階４０６の一
部である本発明の第１の実施例のフロー・チャート図である。かかるフロー・チャートは
、試験を自動的に判定することの一部分を例示する。開始位置５０１から始まり、段階５
０２では、記入済みの筆記質問表がスキャナ（１０１）上でスキャンされ、回答場所を使
用することによって第３のスキャン上に全ての答えを見つけるようにされる。これは、例
えば、範囲を決定すること等によってなされ得る。範囲は、第３のスキャンの回答場所に
おける全てのピクセルのうち黒のピクセルの割合である。人が第３のスキャン上で回答を
選択したかどうかを確定するよう、範囲は、第３のスキャン上の回答場所ごとに算出され
る。回答場所に対する範囲が、一定の割合等の一定の閾値を超える際、かかる回答は記入
され得たと自動的に確定される。続いて、段階５０３では、回答場所のラベルに基づいて
、記入済みの回答又は未記入の回答が、不正解か正解かを回答場所毎に決定される。
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【００３５】
　続いて段階５０４では、全ての質問は、空間的情報に基づいて回答場所を共にグループ
分けすることによって確定される。かかる段階の前には、回答の概念のみが、どの質問に
回答が属するかを判らずに存在する。かかる段階がなくては、質問表を判定するのは可能
ではない。質問の決定後、「回答がなされていない」又は「記入済みの回答が多すぎる」
等のかかる質問に対する問題が検出される場合、かかる問題は操作者に提示される。かか
る場合は、操作者は、手段によって選択をする。即ち、対象とする回答、「回答未記入」
又は「記入済みの回答が多すぎる」である。その後、本発明の実施例は、質問が正しく又
は誤って答えられているかを、回答毎に確定する。このことから、試験結果が導き出され
得る。段階５０５は、第３のスキャンをオーバーレイすることによって、訂正記号及び試
験結果及び／又は試験の点数を有する訂正された質問表を作成する。可能であれば、更な
る段階５０６が使用可能であり得る。かかる段階では、全ての第３のスキャンの試験結果
及び／又は試験の点数を有する試験の要約が自動的に作成される。続いて、フローチャー
トは段階５０７で終了する。
【００３６】
　図５Ｂは、図４の段階４０６の一部分である、回答場所に基づいて第３のスキャンを自
動的に判定する本発明の第２の実施例のフローチャートを例示する。かかるフローチャー
トは、調査を自動的に判定する一部分を例示する。開始位置５０９から開始し、段階５１
０では、記入済みの筆記調査が、スキャナ（１０１）上でスキャンされ、回答場所を使用
することによって第３のスキャン上に全ての回答を見つけるようにされる。全ての記入済
みの回答は、正解としてラベル付けされる。可能であれば、更なる段階５１０で、全ての
質問が空間情報に基づいて回答場所を共にグループ分けすることによって確定される。質
問の確定後、かかる問題に対して「回答がなされていない」等の問題が表れ得る。かかる
問題は、操作者に提示される。かかる場合は、操作者は、操作パネルを用いて、対象とさ
れる回答を選択する。段階５１１では、第３のスキャンは、各回答に対してなされた回答
の分布でオーバーレイする。回答場所上にオーバーレイされるのは、全ての記入済み調査
に関して回答の選択割合である。段階５１０は、エンハンスメントであり、段階５１０は
、段階５１１の概要を作成することが出来る必要はない。
【００３７】
　方法の動作を例示するよう、複数の例が与えられる。
【００３８】
　例１。
【００３９】
　図６Ａは、正解が第１のマスタと称される紙上に記入された多肢選択式試験の一例であ
る。図６Ｂでは、不正解（６０２）が紙上に記入された第２のマスタが図示される。いず
れのマスタもスキャンされ（１０１）、回答場所確定ユニット（３０１）内の画像処理に
よって扱われ、結果として全ての回答場所を見つける。
【００４０】
　図７Ａは、記入済み多肢選択式試験（筆記質問表）の一例である。筆記質問表はスキャ
ンされ（段階４０５）、自動的に判定され（段階４０６）、結果的に訂正された質問表を
もたらす（段階５０５）。図７Ｂでは、訂正された質問表の一例が図示される。訂正され
た質問表に使用され得る訂正記号の例は、「これが回答であるべきである」という記号（
７０１）、「これは正解ではない」という記号（７０２）、及び「正解が記入される」と
いう記号（７０３）である。更に、試験結果（７０４）は、第３のスキャン上にオーバー
レイする。
【００４１】
　例２。
【００４２】
　図８及び図９では、実施例が、手書きの自由形式の質問表で示されている。これらは、
本発明の実施例の例であり、いかなる質問表の形式も本発明によって判定され得るため、
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操作者は構成工程をデジタルで構成する必要がない。図８の質問表は、ジョン（８０１）
によって記入される。ジョンは、３問中２問正解だったため、６．７という試験の結果を
有する（８０２）。
【００４３】
　本発明の実施例に組み込まれているのは、１つの質問に対して２つの正解を有する可能
性である。例えば、図８の第１の質問（「トマトの色は何色ですか？」）は、２つの答え
を有する。即ち、熟したトマトは赤く（ｒｅｄ）、生長中のトマトは緑色（ｇｒｅｅｎ）
である。採点次第で、模範的点数が、正解毎、不正解ではない回答毎、又は正しい質問毎
に対して与えられる。
【００４４】
　図９の質問表は、ジョージ（９０１）によって紙上に記入される。ジョージは、３問中
１問を正解したため、３．３という試験結果を有する（９０２）。複数のかかる質問表は
、記入され、処理され、結果的に試験要約をもたらす。
【００４５】
　図１０は、テスト結果の実施例を図示する。ジョージ及びジョンという名前を有するス
キャンの部分が図示される。該部分は、試験の点数（１００２）の一例と組み合わされて
いる。統計概要は、人数（１００３）と関連付けて正解数等を有するか、又は、質問数（
１００４）と関連付けて、正解を記入した人の割合を有する。
【００４６】
　例３。
【００４７】
　構成工程は、図１１Ａ及び図１１Ｂの調査を使用することによって部分的に紙上で行な
われる。図１１Ａは、回答が記入されていない調査の一例である。図１１Ｂ中、かかる調
査に対する全ての回答が紙上に記入されている。図１２Ａ乃至図１２Ｆ中、記入済みの６
枚の調査が紙上に図示され、夫々が異なる人によって記入されている。これら６枚の質問
表は、スキャンで取り込まれ（段階４０５）、自動的に判定（図５Ｂにより詳細が説明さ
れている段階４０６）される。かかる段階の結果の実施例は、図１３に、即ち、スキャン
で取り込まれた質問表（１３０１）をオーバーレイする各回答に対してなされた回答の分
布の一例に示される。本発明を内蔵する装置では、調査の質問毎に１つより多い回答がし
ばしば記入され得るため、質問毎に１つより多い回答が回答の分布に与えられることが可
能であるべきである。これは、回答場所に対して与えられた多数の回答を総計すること、
及び、調査の総数を有する回答場所に対して与えられた回答の総数を関連付けることによ
って行なわれる。かかる質問の一例は、第３の質問（１３０２）であり、そこでは人が黄
色及び青色等の２つ又はそれ以上の好きな色を有し得る。
【００４８】
　従って、説明された本発明に対して、同一のものが多くの手法で変化し得る事は明らか
である。かかる変形は、本発明の主旨から逸脱するものではなく、全てのかかる修正は、
添付の請求項の範囲内に含まれるべきように意図されることは、当業者にとって明らかで
ある。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明に従った装置を図示する。
【図２】本発明に従ったデジタル複写機を図示する。
【図３】本発明に従った機能ブロック図を図示する。
【図４】記入済みの筆記質問表を自動的に分析する方法のフローチャートを図示する。
【図５Ａ】筆記試験の回答場所に基づき、第３のスキャンを自動的に判定する方法のフロ
ーチャートを図示する。
【図５Ｂ】筆記調査の回答場所に基づき、第３のスキャンを自動的に判定する方法のフロ
ーチャートを図示する。
【図６Ａ】第１のマスタと称される全ての正解が記入された多肢選択式試験を図示する。
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【図６Ｂ】第２のマスタと称される全ての不正解が記入された多肢選択式試験を図示する
。
【図７Ａ】学生の回答が記入された質問表を図示する。
【図７Ｂ】訂正された質問表を図示する。
【図８】手書きで自由形式の訂正された質問表を図示する。
【図９】手書きで自由形式の訂正された質問表を図示する。
【図１０】試験の要約を図示する。
【図１１Ａ】質問表を図示する。
【図１１Ｂ】第２のマスタと称される全ての回答が紙に記入された質問表の一例を図示す
る。
【図１２Ａ】一群の人の記入済みの筆記質問表を図示する。
【図１２Ｂ】一群の人の記入済みの筆記質問表を図示する。
【図１２Ｃ】一群の人の記入済みの筆記質問表を図示する。
【図１２Ｄ】一群の人の記入済みの筆記質問表を図示する。
【図１２Ｅ】一群の人の記入済みの筆記質問表を図示する。
【図１２Ｆ】一群の人の記入済みの筆記質問表を図示する。
【図１３】第３のスキャンをオーバーレイする各質問に対してなされた回答の分布を図示
する。
【符号の説明】
【００５０】
Ｓ４０１　開始
Ｓ４０２　第１のスキャンに対してスキャンする
Ｓ４０３　第２のスキャンに対してスキャンする
Ｓ４０４　回答場所を確定する
Ｓ４０５　第３のスキャンに対してスキャンする
Ｓ４０６　第３のスキャンを判定する
Ｓ４０７　終了
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【図１２Ｆ】
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